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今年も初釜を開催しました。茶道の講師を
されていた入居者様が参加していたため、実
際にお点前を披露していただきました。とても
美しい作法で、他の入居者様も感心されて
いました。

初 釜

節 分
今年の節分は４匹の鬼が、各ユニットをま
わってくれました。本当にリアルな鬼や、少し
気弱な鬼、皆さんのイメージ通りの見た目
の鬼など様々なタイプの鬼が皆さんを楽し
ませてくれました。無事厄払いができたので、
今年も元気いっぱいで過ごせそうですね！



『花見会』には、さいか音楽教室の雑賀晶子様と志帆様親子をお招きし、サクソフォンと電子オ
ルガンによる演奏会を開催いたしました。また今年は、より春の雰囲気を楽しんで頂くために観賞
前に甘酒を提供させていただきました。利用者様に馴染みのある昭和歌謡や童謡、季節の曲など
を中心に演奏していただき、 会場は終始あたたかな雰囲気に包まれました。曲が始まると自然と
手拍子が起こり、口ずさむ利用者様の姿も多く見られ、音楽が持つ力を改めて感じるひとときとな
りました。 雑賀様お二人の息の合った演奏と、利用者様一人ひとりに寄り添うような優しい音色は、
日々の生活に彩りを添える素晴らしい時間となりました。演奏後には「懐かしい曲が聴けて嬉し
かった」「また来てほしい」といった声が多く寄せられ、利用者様の笑顔が印象的でした。

「 花 見 会 」

今年の運動会は約８０名の入居者様が参
加してくださり、盛大に開催されました。仮装
したスタッフを見て笑ったり、一生懸命競技に
取り組まれている皆さんの姿がとても素敵で
した。今年は白組の勝利で幕を閉じました。
赤組の皆さん、また来年リベンジしましょう！

選手宣誓！ 国歌斉唱♪



ユ ニ ッ ト レ ク
おやつバイキング

イチゴ摘みレク お寿司レク



百寿祝
今年に入ってから３名の方が１００歳を迎えられまし
た。各ユニットでお祝い会を開催させていただきまし
た。これからも末永く元気に過ごしていただき、安心・
安らぎをもって生活していただけるよう職員一同ケア
に従事していきます。本当におめでとうございます。

河合登志 様

石田市長もお祝いに
来てくださいました。

大石政義 様

優心苑ＮＳ作の似顔絵
プロ顔負けのクオリティ。

河瀬たみゑ 様

介護員による弾き語り
とても素敵です。



※面会に関して※
新型コロナウイルス感染症の位置づけが令和５年

５月より「５類感染症」に変更となりました。それ
に伴い、今後の新型コロナウイルス感染症対策の基
本的な考え方としては、個人や事業者は自主的な感
染対策に取り組むとし、特に医療機関・高齢者施設
等については、重症化リスクを有する方が多く生活
されていることを考慮し感染対策に取り組むように
と、厚生労働省より通達がきております。
その状況の中、当苑としても重症化リスクの高い

利用者様の安全を第一に考え、今しばらくは引き続
き予約制での対面面会を継続させていただきたいと
思います。今後の状況によっては再度規制を行う場
合等、ご希望に添えないこともございますがご考慮
頂き引き続きご協力をお願い申し上げます。

特別養護老人ホーム 清心苑・清心苑ＳＳ
施設長 佐久間 弘幸

特別養護老人ホーム 優心苑
施設長 豊田 真紀

いつも広報誌「こころ」をご清覧いただきありがとうござ
います。年明けから複雑な国際情勢の影響を受け、単純な
物価高だけでなく、建設工事の中断や医療現場での物品
不足など、様々な問題が同時多発的に発生してきています。
日々の生活に追われて気が付いたら大変な状況になって
いた、なんてことが無いよう、日頃から情報を収集・選択し、
様々な変化に対応できるよう準備しておきたいです。
これから日本の厳しい夏が始まります。
皆さんご自愛ください。

ホームページも開設しています。
是非、ご覧下さい。

「大垣市 清心苑」で検索して下さい。

清心会 トピックス

特別養護老人ホーム清心苑 TEL 0584‐93‐0610 0120‐35‐7510
短期入所生活介護 清心苑ショートステイ TEL 0584-93-0611
特別養護老人ホーム優心苑 TEL 0584-93-0506
短期入所生活介護 養老ショートステイ  TEL 0584‐33‐0810

６月 青墓こども園来苑

８月 スイカ割り

「消防訓練＆BCP対策」

消防訓練では、火災発生時の初期
対応や消化器・消火栓の位置を再
確認しました。BCP対策では、ポー
タブル電源の使用方法の確認や担
架での搬送訓練を実施しました。

「勤続表彰式」
永年勤続２０年の職員１４名、１０年の職員８名、
皆さんの労をたたえ表彰式が挙行されました。。理
事長の挨拶では、寄宿舎の建設とクリニックの開設
について発表がありました。

高齢者施設における身体拘束は、入居者本人や周囲の
生命・身体を守る「緊急やむを得ない場合」を除き原則禁
止されています。実施するには、切迫性・非代替性・一時
性という3要件を満たす必要があり、さらに理由や状況の
記録、本人・家族への説明、継続的な見直しが義務づけら
れています。また認知症の方の生活歴や価値観を理解し、
ケアの目的を共有しながら、本人の
意思を尊重するパーソン・センター
ド・ケアを実践することが重要です。
清心会では、身体拘束以外の「言
葉の拘束」「薬物的拘束」にも気を
付けており、各ユニットごとに周知・
徹底しています。

「身体拘束に関する勉強会」
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